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中国古典に由来する日中熟語や
諺の相違点について（１）
凌 偉志
日本語には中国の古典に由来する熟語や諺が数多くある。そういった熟語や
諺は現代中国語と比較して，用法及び意味の全く同じのものはかなり多いが，
日本語独自の用法または現代中国語の全く使われなくなったものも相当ある。
中国語を母国語とする人が日本語を勉強する時，こう言った言葉にまごつくこ
とが多い。’１随より始めよ〃の項を調べると，近年中国で出版されたい現代日
漢大詞典〃（中国商務印;1$館・日本小学館共編）及び'１日漢大辞典〃（機械工業
出版社）を始めとする主立った辞書は出典をそのまま載せるだけで，ゑな間違
った訳をつけている。日本語を母国語とする人が中国語を学ぶ場合，こう言っ
た熟語や諺をそのまま引用すると，なかなか中国人に理解してもらえないこと
を良く見かける。近年日本語は欧米から来た外来語を多用する傾向にあり，」己
記の熟語や諺もすたれつつあるかもしれない。しかし，作家や政治家などは，
気のきいたことを書いたり，話したりする時に，まだ中国の古典を良く引用す
るようである。今回の研究では大辞林（1988年版，三省堂）に集録されている
熟語や諺（四字成語は省く）をベースにした。
現代中国語も1919年の五・四運動以降，書き言葉が文語体から口語体に変わ
り，1949年に中華人民共和国が成立してから，言文一致の傾向がよりいっそう
強くなった。今では人民日報を始めとする代表的な新聞の記事は朗読に堪える
文体によって書かれている。ただ小説や詩歌などの文学作品にはまだかなり文
語が残っていると見て良いだろう。こう言った日本語の熟語や諺の出典である
中国の古典が果して現代中国語として使われるかどうかの基準として，1979年
版のｕ現代漢語辞典"，その'１補編〃（1989年版)，中華成語大辞典（1988年，
吉林文史出版社）など近年出版された現代語の辞謝を参照した。
上記の熟語や諺は大きく三つのタイプに分類することができる。
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Ａ：日本語と中国語が用法及び意味の全く同じのもの
Ａ１：日本語も，現代中国語も原文をそのまま引用したもの。
日：中（あた）らずと錐（いえど）も遠からず。
中：量不中，不近笑。（大学）
日：過ちては改むるに慨（はばか）ること勿（なか）れ
中：辻則勿悼改。（論語）
日：燕雀（えんじゃく）安（いず<）んぞ鴻鵠（こうこく）の志を知らん
や。
中：燕雀安知鴻鵠之志哉。（史記）
Ａ２：日本語は原文をそのまま引用しているが，現代中国語は若干形を変
えているもの。
日：段鑑遠からず。
（股鑑不遠｡）（詩経）
中：可盗股盤。
日：棺を蓋いて事定まる。
（蓋棺定事｡）
中：差棺定陀。
(晋書）
日：狂澗を既倒に廻らす。
（廻狂潤於既倒｡）
中：挽狂欄干既倒。
(韓愈）
Ａ３：日本語は原文を若干形を変えているが，現代中国語はそのまま使っ
ているもの。
日：麻の中の蓬（よ屯ぎ）
中：蓬生麻中，不扶而頁。（筍子）
日：過ちを文（かざ）ろ。
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中：文辻怖非。 (論語）
日：願ふて他を言う。
中：願左右而言他。 (孟子）
Ａ４：日中両国語とも原文を若干形を変えているもの
日：青は藍より出でて，藍より青し。
（青取之於藍，而青於藍｡）（筍子）
中：青出子藍而姓子睦。
Ｂ：日本語はそのまま出典の意味と用法を踏襲しているが，現代中国語はも
はや使われなくなったもの，または意味の変わったもの。
Ｂ１：現代中国語として使用されなくなったもの。
日：葵（あっしの）に懲りて絵（なます）を吹く゜
（懲葵吹謄）（楚欝）
中：一朝被蛇咬，十年伯草蝿。
日：響咳（けいがい）に接す。
（又況乎昆弟親戚之懲咳其側者乎）（荘子）
中：沢荊。奈承磐咳（古風な言い方)。
Ｂ２現代中国語としてまだ使われてはいるが，意味の変わったもの。
日：兄たり難く弟たり難し。
（元方難為弟，季方難為兄｡）（世説新語）
中：不相上下。不分軒姪。
現代中国語のⅥ堆兄堆弟〃はダルになって，悪事を働く，またはどちら
も苦境に立たされているの意味です。
日：雨（なんじ）の出ずるものは繭に反る。
（出乎爾者，反乎爾者也｡）（孟子）
中：称爪得爪，利豆得豆。
現代中国語の’１出爪反爪〃は約束をほごにする，前言を翻すの意味で
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す。
Ｃ：日本語は原典を応用する形で派生的にできたものであるのに対して，中
国語は出典の用法や意味をそのまま踏襲するか，または現在では全く使用
されなくなったもの。
日：塊より始めよ。
（請自塊始｡）（戦國策）
中：（言い出した人から始めよという意味から）以身作則。率先垂萢。
日：立錐の地なし。
（無立錐之地，至貧也｡）（呂氏春秋）
中：（人がぎっしりつまっていて，少しのすきまもないという意味から）爆
満，折満了人。
（中国語の出典は生計を立てる場所もないほど貧しいという意味で，現
代でもそういう形で使われる。
出典は日，中両国の辞書に拠ったが，相異なる場合，先に書かれ，しかも古
代の日本人にも広く読まれていたと思われるものに限り，中国側の出典を採用
した。
。逢うは別れの始め
合者離之始，梁今憂所伏。
白氏文集・巻十四・和夢遊券詩
中：天下元不散之筵席。
。青は藍より出でて藍より青し
學不可以巳。青取之於藍，而青於藍。
荷子・糊學
中：青出干藍而姓干茄。
･仰いで天に槐じず，術して地に011じず
仰不槐於天，傭不作於人。
孟子・識心上
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中：仰不塊於天，縮不作於人。術仰元塊。
゜悪事千里を走る（＝行く）
好事不出門，悪事行千里。
北夢預言・巻六
中：悪事行千里。悪事侍千里。
。頤（あご）を外す
無説詩，匡鼎來，匡説詩，解人頤。
漢書・匡衡傳
中：（大笑いするという意味から）恰恰大笑。
注；中国語の'１解働､〃はにっこり笑う（汗顔吹笑）という意味です。
。麻の中の蓬（よしぎ）
蓬生麻中，不扶而直。
筍子・勘學篇
中：蓬生麻中，不扶而宜。
。足を重ねて立ち，目を側（そばだ）てて見る。
必湯也，令天下重足而立，側目而視笑。
史記・汲鶏傳
中：望而生長。同風喪胆。重足而立，側目而祝。
。朝（あした）に道を間かぱ夕べに死すとも可なり
子曰，朝間道，夕死可英。
論語・里仁
中：朝間道，夕死可美。
｡朝（あした）に夕べを謀（はか）らず
吾贋愉食，朝不謀夕，何其長也。
左傅・昭公元年
中：朝不保夕。朝不慮夕。朝不及夕。（Ⅵ朝不煤夕〃は使用頻度が低い｡）
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゜価千金
春宵一刻偵千金，花有情香月有陰。
蘇献・春夜詩
中：价値千金。
｡価を二つにせず
常採藥名山，賓於長安市，口不二債，三十除年。
後漢書・逸民博
中：不二价。
。頭隠（かく）して尻（しり）隠さず
王笑曰，此老所謂蔵頭露尾身。
随筆・燕居雑話
中：藏弐露尾
。中（あた）らずと雌（いえど）も遠からず
心誠求之，雌不中不遠突。
大學
中：星不中不近英。
。葵（あっもの）仁懲（こ）りて絵（なます）を吹く
懲熱葵而吹酪分，何不愛此志也。
楚飢・九章・惜詞
中：一朝被蛇咬，十年伯草蝿。
。網呑舟（どんしゅう）の魚を漏らす
網漏於呑舟之魚，而吏治孫熊，不至於姦。
史記・酷吏列傳
中：剛漏呑舟。
｡網無くて淵（ふち）をのぞくな
夫不學而求知，猶願魚而無網焉。心錐勤而無狸突。
抱朴子・渤學
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中：元剛莫窺洲。|侮洲羨魚，不如退而詰阿。
。雨車軸（しやじく）の如し
濁龍注雨如車軸，不畏不僅畏不績。
王安石・夢中作詩
中：価盆大雨。瓢波大雨。溌泊大雨。
。雨塊（つちくれ）を破らず
天下太平，國無天傷，歳無荒年，常此之時，雨不破塊，風不鳴條，旬以
一雨，雨必以夜。
蝋鐡論・水旱
中：歌舞升平。国泰民安。海不扮波。
。雨に沐（かみあら）い風に櫛（<しけず）る
沐甚雨櫛疾風，圃繭園。
荘子・天下
中：柑凡沐雨。沐雨柑瓜。
。過（あやまち）を文（かざ）る
小人之過也必文。
論語・子張
中：文辻怖非。
。過（あやまち）を観（承）て斯（ここ）に仁（じん）を知る
人之過也，各於其鱗，観過斯知仁実。
論語・里仁
中：呪辻知仁。
・過っては則（すなわ）ち改むるに樟（はばか）ること勿（なか）れ
主忠信，無友不如己者，過則勿揮改。
論語・學而
中：辻DlI勿禅改。
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。新（あら）たなる月
三五夜中新月色，二千里外故人心．
白居易「八月十五日夜禁中澱直對月憶元九詩」
中：望月。満月。
注；現代中国語では'１新月〃は三日月を指す。
。新たに沐（もく）する者は必ず冠（かんむり）を弾（はじ）<
新沐者必弾冠，新浴者必振衣。
楚鮮・漁父瀞
中：新沐者必弾冠。
。蟻（あり）の穴から堤（つつ率）屯崩（くず）れろ
千丈之堤，以蝋蟻之穴潰。
韓非子・嗽老
中：千里之堤，満子奴穴。
。晏子（あんし）の御（ぎよ）
晏子為齊相，出，其御之妻從門間而閥其夫。英夫為相御，擁大蓋，策瓢
馬，意氣揚揚，甚自得也。既而歸，其妻請去。夫問其故。妻曰，晏子長
不滅六尺，身相齊國，名顯諸侯。今者妾観其出，志念深突，常有以自下
者。今子長八尺，乃為人僕御，然子之意自以為足，妾是以求去也。其後
夫自抑損。晏子怪而問之，御以賞對。晏之薦以為大夫。
史記・晏嬰傅
中：借他人的威信描拓自得。
。井の中の蛙（かわず）大海（たいかい）を知らず。
井蛙不可以語於海老，拘於虚也。
荘子・秋水
中：井底之蛙。
｡夷（い）を以って夷を制す〔＝攻む〕
議者威以売胡相攻，縣官之利，以夷伐夷，不宜禁護。
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後漢書・郭訓傅
中：以夷伐夷。以夷攻夷。以夷制夷。
｡威（い）ありて猛（たけ）からず
子温而属，威而不猛，恭而安。
論語・述而
中：威而不猛。
。帷（い）を下（<だ）す
下惟講諦，三年不窺園。
史記・董仲笥傳
中：没帳授徒。下帷垪涌（使用頻度は低い)。
。意（い）至りて筆随（したが）う
吾生平作文，意之所到，則筆力曲折随之，無不識意。
春渚紀聞・東波事賞
中：意到宅随。
｡意に介する
所亡少少，何足介意。
後漢書・度尚傳
中：介意
｡意に適（かな）う（＝中（あた）る）
百蟹之君，醗不郷風承流稻意，遠方殊俗，重課而朝，澤及方外。
史記・三王世家
中：中意。称心如意。
｡意を決する
思之既熟，決意而行。
梁武帝・凡百嬢
中：決意～。
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。意を体（たい）する。
寺僧之主持者為棋人，頗能髄主人意款客焉。
徐霞瀞遊記・填遊日記六
中：体察其意。
。意を尽くす
子曰，聖人立象以識意，設卦以識情偽，
易經・繋欝傳
中：充分表迭意凪。11Z,打己兄。
繋辞焉以識其言。
。意を強くする
呉公差彊人意，憾若一敵國突。
後漢書・呉漢傳
中：加強信心。
。意を迎える
智算警穎，迎意11MM悟。
唐瞥・楊貴妃傳
中：迎合
｡弊（い）を乗（と）る
民之乗葬，好是蝿徳。
詩継・大雅・蒸民
中。机守天之常道。（乗鞠)。
。異域（いいき）の鬼となる
生為別世之人，死為異域之鬼。
李陵・答蘇武書
中：死力昇域之鬼。
｡言うは易く行（おこな）うは難（かた）し
言之易，而行之難。
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蝋鐡論・利議
中：沈着容易，倣起来堆。悦吋容易倣11寸雄。
家給（きゅう）し人（ひと）足る
天下家給人足，頌盤並作。
漢書・貢瓜傳
中：人姶家足。家姶人足。
｡家に杖（つえ）つく頃（ころ）
五十杖於家，六十杖於郷，七十杖於國，八十杖於朝。
禰記・王制
中：半百・知命。
。家貧しくして孝子（こうし）顕（あら）わる
家貧顯孝子，世乱識忠臣。
賓鑑
中：家貧昆孝子。家貧出孝子。
。家貧しければすなわち良妻を思う
魏文侯謂李克曰，先生嘗教寡人日，家貧則思良妻，國胤則思良相。
史記・魏世家
中：家貧則思良妻。
。怒りを遷○つ）す
有顔回者，好學，不遷怒，不威過。
論語・雍也
中：迂怒。
。意気相投ず
由來意氣合，直取性情眞。
杜甫・贈王二十四侍御
中：意気相役
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゜石が流れて木の葉が沈む。
夫衆ロ之段響，浮石沈木。
陸質新譜・辮惑
中：浮石ijmi木。事物顛倒，不合道理。
゜石に獺（くちずす）ぎ流れに枕（まくら）す
楚少時欲鰭居，謂濟曰：「當欲枕石漱流｡」誤云「漱石枕流｡」濟曰：「流
非可枕，石非可漱｡」楚曰：「所以枕流，欲洗其耳；所以漱石，欲属其
歯｡」
菅書・孫楚傳
中：死不服輪。狡辮。
。石に立つ矢
廣出猟，見草中石，以為虎而射之，中石没鍍，視之石也。
史記・李廣傳
中：矢（箭）可穿石。精城所至，金石力升。
。石に枕（まくら）し流れに獺（くちすす）ぐ
枕石激流，吟詠細抱，値息於仁義之途。
三國志・蜀書・彰兼傳
中：隠居。蟄居。息景（影)。枕石激流。
。石を抱（いだ）きて淵（ふち）に入る
故懐負石而赴河，是行之難為者也，而申徒狄能之。
筍子・不筍
中：負石赴河。
。衣食足れば則（すなわ）ち栄辱（えいじよく）を知る
倉嘆賞則知禮節，衣食足則知榮辱。
菅子・牧民
中：衣食足則知栄辱。
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。至れり尺くせり。
至突霊突，不可以加尖。
荘子・齊物論
中：元微不至。尽善尽美。
。－を聞いて十を知る
回也，聞一以知十。賜也，ｌｉＵ－以知二。
論語・公冶長
中：同一知十・準一反三・触突労通。
。－を以て万（ばん）を知る（＝察す）
君子故曰，以近知遠，以一知i(jii，以徴知りj，此之謂也。
筍子・非相
中：以一知万。同一知十・準一反三・触芙労通。
。一言以て之を蔽（おお）う
子曰：詩三百，一言以蔽之，曰思無邪。
論語・為政
中：－言以蔽之。
。－日の計は長（あした）にあり
一年之計在於春，一日之計在於股。
梁元帝嬢要
中：一日之汁在子長。
。－日の長
陶冶世俗，與時浮汎，吾不如子。論王珊之金策，覧俺仗之要害，吾似有
一日之長。
世説新語・品藻
中：一日之侯（chang）
注；日本で出版された辞典は出典として「以吾一日長乎爾，母吾以也｡」（論語・先
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逆）を挙げているが，経験・技能・知識などに若干すぐれているという意味か
ら，出典は上記である。
。－人（いちにん）虚を伝うれば万人尖（じつ）を伝う
－犬吠形，百犬吠盤；一人仰虚，百人傅賞。
王符・潜夫論・賢難
中：－犬吠形，百犬吠盤。
･一木大厘（たいか）の崩（くず）るるを支（ささ）うる能（あた）わず
大厘將顛，非一木所支也。
王通・文中子・事君鮪
中：一木堆支。独木堆支。
。一葉（いちよう）落ちて天下の秋を知る
唐人有詩云：「山僧不解敬甲子，一葉落知天下秋｡」
宋・唐庚・文録
中：一叶知秋。
。扶（いつ）を以て労を待つ
以近待遠，以快待勢。
孫子・ill嚇
中：以逸（快）待労。
。一家を機杼（きちょ）す
常語人云，文章須自出機杼成一家風骨，何能共人同生活也。蓋機世人好
窺他文，以為己用。
北史・祖螢傳
中：独出机杼。自出机杼。
｡一家を立てる（＝成す）
公権初學王書，遍閲近代筆法，髄勢勁媚，自成一家。
醤唐謹・柳公椛傳
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中：自成一家。
。－竿（いつかん）の風月
回首壯遊真昨夢，一竿風月老南湖。
陸淋・感瞥詩
中。－竿風月。
。_賛（いっき）の功
為山九例，功蛎一笹。
書經・旅葵
中：功弓一街。
。－霞（いっき）に十起
禺之時，以五音聴治，……徴此之時，一餓而十起，－沐而三捉髪，以努
天下之民。
准南子・氾論訓
中：一蹟十起
。一掬（いつきく）の涙
遙傳一掬涙，為我達揚州。
李白・秋川i１枚
中：－掬泪
。一驚（いつきよう）を喫する
大尉見了又喫一驚，撤了手臘Ⅲトー盤，我今番死也。
水耕博・第一回
中：吃一椋。
。－犬虚（きよ）に吠（ほ）ゆれば万犬（ばんけん）実（じつ）を伝う
諺曰，－犬吠形，百犬吠盤，世之疾，此固久英哉。
王符・潜夫論・賢難
中：－人情虚，万人情実。一犬吠形，百犬吠騨。
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｡－見旧の如し
－見如奮識，一言知道心。
王維・送權二詩
中：一Ｊｕｎ故。
。－梁（いつさん）を博す
軍人梁然而笑。
穀梁傅・昭公四年
中：以博一柔。
。－糸（いつし）挫けず
①放間老兵珠耐冷，－絲不掛下ijk灘。
楊萬里誠齋集二七清曉洪澤放閲四絶句詩
中：（真っ裸であるという意味から）一望不佳。
②遍界難藏真薄相，一統不掛且逢場。
蘇賦・戯贈度Ⅱ|慈雲寺蕊老
中：（のびのびと自由である。かかわるものがないという意味から）了元牽
佳。
。－将功成りて万骨（ばんこつ）柏る
懸君莫話封侯事，－將功成萬骨枯。
曹松・亥歳詩
中：一将功成万骨枯。
：一笑（いつしよう）に付す
乃知朝士妄望，自古己然，可付一笑。
陸淋・老學庵筆記巻四
中：付之一笑。
｡一寸（いつすん）の光陰（こういん）軽（かろ）んずべからず
少年易老學難成，一寸光陰不可輕。
朱蕪・偶成詩
Hosei University Repository
139 
中：一寸光明不可経。
｡－世（いつせい）を風廉（ふうび）する
世從俗而愛化今，随風廉而成行。
東方朔七諌沈江
中：瓜廃一吋。
。－箪（いったん）の食（し）－瓢（いつびょう）の飲（いん）
－箪食，一瓢飲，在随巷。
論語・雍也
中：－箪食，－瓢炊。
｡一旦（いったん）緩急（かんきゅう）あれば
今公常從數騎，一旦有緩急，寧足侍乎１
史記・衰揺側
中：一旦危急。
｡_篝（いつちゅう）を輪（ゆ）する
問君此笑是喜不，道得老夫輸一鯨。
陸瀧・九月六夜夢中作笑詩
中：略避（諭）一等。梢遜一等。
゜一朝（いつちよう）の怒りにその身を志ろ
一朝之盆，忘其身，以及其親。
論語・顔淵
中：一朝之念
。－丁字（いってい□を識（し）らず
今天下無事，汝輩挽得雨石力弓，不如識一丁字。
奮唐書張延賞傳附張弘靖
中：目不沢丁。
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．－郷（いってき）乾坤（げんこん）を賭（と）す
誰鋤君王回馬首，真成一榔賭乾坤。
韓愈・過鴻溝詩
中：－郷乾坤
。－頭（いつとう）地を抜く
賦以書見脩。修語梅聖前日，吾當避此人出一頭地。
宋史・蘇拭傅
中：出人共地。出美抜葦。
。－敗地に塗（まふ）れる
今置將不善，壹敗塗地。
史記・高祖本紀
中：一敗洙地。
｡－髪千鉤（せんきん）を引く
漢氏以來，群儒腫厘修補，百孔千瘡，随蹴随失，其危如一髪引千釣。
韓愈・與孟尚書書
中：一笈千鞠
｡－斑（いつばん）を見て全豹（ぜんぴよう）を卜（ぼく）す
此郎亦管中窺豹，時見一斑。
晋書・王献之傳
中：窺豹一斑。管中窺豹。
。－飯（いつばん）の徳
一飯之徳必償，眠砒之怨必報。
史記・萢碓傳
中：一阪之徳必僕。
｡一夫（いつぶ）関（かん）に当たれば万夫（ばんぶ）開くなし
劒閣岬燦而崔鬮，一夫常關，萬夫莫開。
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李白・蜀道難
中：一夫当失，万夫莫升。
｡鵺蜂（いつぼう）の争い
趙且伐燕，蘇伐為燕謂恵王曰，今者臣來，過易水，畔方出曝，而鶴啄其
肉，畔合而鉗其啄。鵡曰，今日不雨，明日不雨，即有死畔。畔亦謂鵺
曰，今日不出，明日不出，即有死鵜。両者不肯相舍，漁者得而並禽之。
戦國策・燕策二
中：鵡畔相争，漁翁得利。
｡命長ければ唇（はじ）多し
多男子則多鵬，富則多事，壽則多辱，是三者非所以養徳也。
莊子・天地
中：寿則多辱。
:命は義に縁（よ）りて軽し
情為恩死，命縁義輕。
後漢書・朱穆傳
中：命録又経。
。命は鴻毛（こうもう）よりも軽し
人固有一死。或重於泰山，或輕於鴻毛。用之所趨異也。
可馬遷・報任少卿書
中：命有経干漕毛。
。命は風前（ふうぜん）の灯の如し
誰能知死時，所趣從何道，讐如風中燈，不知滅時節。
坐禰三昧經五
中：命如瓜中灯。瓜灯。風前独。瓜仙。
｡色（いろ）を作（な）す
王念然作色曰，王者貴乎，士貴乎。
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戦國策・齊策
中：念然作色。
。曰（いわ）<言難（がた）し
敢問，何謂浩然之氣。曰，難言也。
孟子・公孫丑・上
中：堆言之隠。
゜員（いん）に術（そな）わるのみ
捉捉廉謹，為丞相備員而己，無所能發明功名有著於當世者。
史記・申屠嘉傅
中：IUD各一員。湊数而突。
。股鑑（いんかん）遠からず
股鑑不遠，在夏后之世。
詩經・大雅・蕩
中：可賓段墓。
。感惣（いんぎん）を通ずる
相如乃使人重賜文君侍者，通患惣。
史記・司馬相如傳
中：（男女）私通。筍合。野合。
。印綬（いんじゅ）を帯びる
項梁持守頭，侃其印綬，門下大驚擾乱。
史記・項羽本紀
中。出仕。倣官。
。印綬（いんじゅ）を解（と）く
其諸戚過者，望風解印綬去。
後漢書・費珠傅
中･解授。辞官。
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。陰徳（いんとく）あれば陽報（ようほう）あり
夫有陰徳者，必有陽報。有陰行者，必有昭名。
准南子・人間訓
中：有明徳必有旧扱。善有善扱。
。魚（うお）と水
孤之有孔明，猶魚之有水也。
三國志・諸葛亮傅
中：魚水情深。
。魚（うお）の豊中（ふちゅう）に遊ぶが若（ごと）し
遂復相豪倫生，若魚勝釜中，知其不可久。
通鑑・漢順帝記下
中：魚淋釜中。
゜魚（うお）の水を得（え）たよう
先生與諸葛亮情交日密，關羽、張飛等不悦，先生解之曰，孤之有孔明，
猶魚之有水也，願諸君勿復言。：、
蜀志・諸葛亮傳
中：如魚得水：ルー－－コ
。魚（うお）は江湖に相忘ろ
魚相忘於江湖，人相忘於道術。
莊子・大宗師
中：悠然自得。
｢｡ 
。魚（うお）を得て筌（うえ）を忘る
筌者所以在魚，得魚忘筌。
莊子・外物
中：得魚忘筌。辻河折析。
｡浮世は夢
Hosei University Repository
144 
而浮生若夢，為歎幾何。
李白・春夜宴従弟桃李園序
中。浮生若莎。
｡兎死すれば狐（きつね）これを悲しむ
莵死狐泣，李氏減，夏氏寧凋存？
宋史・李全傳
中：免死狐悲。
゜牛に汗し棟（むなぎ）に充つ
其為書，虚則充棟宇，出則汗牛馬。
柳宗元・陸文通先生墓表
中：汗牛充椋
。羽鶴（うしょう）を飛ばす
開瓊筵以坐花，飛羽鰻而酔月。
李白・春夜宴従弟桃李園序
中：胱等交錯。
。内に省ふて灰（やま）しからず
内省不疾，夫何憂何擢。
論語・顔淵
中：内省不疾。
。梁（うつばり）の塵（ちり）を動かす
魯人虜公發盤清越，歌動梁塵。
文選・注・劉向別録
中：歌声窮梁。
。馬の耳に風
世人聞此皆挿頭，有如東風射馬耳。
李白・答王十二寒夜凋酌有懐
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中：ｑ耳家風
。馬を鹿（しか）
趙高欲為飢，恐群臣不聴，乃先設験，持鹿献於二世，曰，馬也。二世笑
曰，丞相誤邪？謂鹿為馬。
史記・秦始皇本紀
中：指鹿力易。
。海波を揚げず
天之不迅風疾雨也，海不溢波也，三年於妓臭。
韓詩外傅
中：海不拓波。
。有無（うむ）相通ずる
此天下之中，交易有無之路通。
史記・越世家
中：互通有元。
。烏有（うゆう）仁帰（き）す
楚使子虚使於齊，王悉發車騎，輿使者出政。敗罷，子虚過姥烏有先生，
亡是公存焉。
司馬相如・子虚賦
中：①（何もなくなってしまうという意味から）化方角有。
②（火災などですへてなくなるという意味から）化力灰侭。
。’恨翠骨髄（こつずい）に微す
樛公之怨此三人，入於骨髄。
史記・秦本紀
中：恨之入骨。恨入骨髄。
｡`恨みに報ゆるに徳を以てす
報怨以徳。
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老子・六三章
中：以徳扱怨。
｡恨梁を飲む
自古皆有死，莫不飲恨而呑藤。
江流・恨賦
中：炊恨。
。雲泥（うんでい）の差
雌乗雲行泥，棲宿不同，毎有西風，何嘗不嘆。
後漢書・矯慎傳呉蒼遺慎書
中：云泥之別。天壌之別。
。運用（うんよう）の妙は一心に存す
陣而後戦，兵法之常。運用之妙，存乎一心。
宋史・岳飛傅
中：近用之妙，存乎一心。
。絵の事は素（しろ）きを後（のち）にす
絵事（かいりは素（そ）を後（のち）にす
総事後素。
論語・八价
中：絵事后素。
。願（えい）を脱す
臣乃今日請虚蕊中耳。使遂蚤得虚褒中，
史記・平原君虞卿列傳
中：脱穎而出
乃穎脱而出，非特其末見而己。
｡穎水（えいすい）に耳を洗う
許由耕於穎水之陽，堯召為九州長，由不欲聞之，洗耳於穎水濱。
高士鱒
Hosei University Repository
147 
中：不求同辻。超然物外。
｡英雄人を欺（あざむ）く
太白縦横，往往彊弩之末，間雑長語，英雄欺人耳。
李掌龍・選唐詩序
中：英雄欺人。
。易水（えきすい）の歌
風藷蒲今易水寒，壯士一去骨不復還。
戦國策燕三
中：易水歌
。枝の雪
孫康家貧，常映雪読書。
徐堅・初學記巻二
中：映雪湊朽。萱宙雪案。
｡枝を鳴らさず
太平之世，五日一風，十日一雨，風不鳴條，雨不破塊。
論衡
中：瓜不喝条。
。枝を交わす
「連理枝」から出た言葉。
在天願作比翼鳥，在地願為連理枝。
白居易・長'恨歌
中：共潜連理。
｡越鳥（えっちよう）南枝（なんし）に巣くう
胡馬依北風，越鳥巣南枝。
文選・古詩十九首
中：越島巣南枝。
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｡栄耀（えよう）に餅（もち）の皮を剥（tf）く
鄭瀞以倹素自居，尹河南。召甥姪與之會食。有蒸餅。鄭孫去其皮而後食
之。瀞大陸怒謂曰，皮之與中何以異也。僕嘗病澆俗騒侈自奉，奈何鴛浮
甚於五侯家綺紋乳臭兒也。即因引手取所棄者。鄭孫錯樗失擦，器而奉
之，瀞識食焉。
事文綴集十七
中：労箸扱侈。
。襟（えり）を正す
蘇子鰍然，正襟危坐而問客曰，何為其然也。
蘇戟・前赤壁賦
中：①（衣服を整え，姿勢を正しくするという意味から）正襟（危坐)。
②（まじめな気持で物事に対処するという意味から）圦真処理。
。宴安（えんあん）は猷毒（ちんどく）
諸夏親泥，不可棄也。宴安猷毒，不可懐也。
左傳・閏公元年
中：宴安猷毒。
。談麟（えんえん）は減（めつ）せずんぱ炎炎を若何（いかん）せん
談鍛不滅，炎炎若何。滑滑不墾，終為江河。
孔子家語・勤周
中：談談不滅，炎炎若何。
。轆下（えんか）の駒（こま）
上怒内史曰，公平生數言魏其、武安長短，今日廷論，局趣效轤下駒，吾
井斬若厨突。
史記魏其武安侯傳
中：汎望畏縮，不敢劫作。猿下駒。
｡遠山（えんざん）の眉（まゆ）
為巻髪，号新書，為薄眉，号遠山黛。
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飛燕外傳
中：近山眉。近山黛。
。燕雀（えんじゃく）安（いずく）んぞ鴻鵠（こうこく）の志(こころざし）
を知らんや
燕雀安知鴻鵠志。
史記・陳渉世家
中：燕雀安知鴻鵠志。
。遠水（えんすい）は近火を救わず
失火而取水於海。海水雑多，火必不滅笑。遠水不救近火也。
韓非子・説林
中。近水不救近火。
．円石（えんせき）を千例（せんじん）の山に転ず
決水於千仰之堤，縛圓石於萬偲之溪。
鬼谷子・本經陰符
中：勢不可当。
。値鼠（えんそ）河（かわ）に飲むも満腹に過ぎず
値鼠飲河，不過満腹。
莊子・遁遙遊
中：値鼠炊河，不辻満腹。
。鉛刀（えんとう）の一割（いつかつ）
①鉛刀貴一割，夢想鰐良圖。
左思・詠史詩
中：（－度しか使えないという意味から）一次性。只可用一次。
②昔魏緯列國大夫，尚能和輯諸戎，況臣奉大漢之盛，而無鉛刀一割之用
乎。
後漢書・班超傳
中：（自分の微力を謙遜していう言葉という意味から）鉛刀一割。
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。遠慮（えんりょ）なければ近憂（きんゆのあり
子曰・人無遠慮，必有近憂。
論語・衞露公
中：人元逸慮，必有近憂。
。老（お）いたる馬は路（承ち）を忘れず
春往冬反，迷惑失道。管仲曰，老馬之智可用也。乃放老馬而随之，遂得
道。
韓非子・説林
中：老弓沢途。
。老いては子に従（したが）え
一切女身，無所繋属則受悪名。女人之髄，幼則從父母，少則從父，老則
從子。
大智度論・九九
中：老来圦子。
。老いてはますます壮（さかん）なるくし
大夫為志，窮當益堅，老當益壯。
後漢書・馬援傳
中：老当益壮。
。扇（おうぎ）忌為（ゆゆ）し
裁為合歎扇，團幽似明月，出入君懐袖，動揺微風發。常恐秋節至，涼蝋
奪炎熱，棄損筐笥中，恩情中道絶。
文選・班捷好・怨歌行
中：秋扇兄椙
゜王侯（おうこう）将相（しょうしょう）寧（いずくん）ぞ種（しゅ）あら
んや
壯士不死即己，死即畢大名，王侯將相寧有種乎。
史記・陳勝世家
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中：王侯将相守有称乎。将相元利Ｉ。
。王侯（おうこう）に事（つか）えずその事（こと）を高尚にうしょう）
にす
上九，不事王侯，高尚其事。
易經・鰻卦
中：不事王侯，高尚其事。（不服労王侯，固力其人看童自身价償｡）
。王事（おうじ）藍（もろ）きことなし
王事醗鑑，不能裁稻梁。
詩經・唐風・鴇羽
中：王事必須堅牢，不可梢有疏忽。
注；王引之：、騒者，息也〃（やむ）とあり，近年中国で出版された註釈書は上記を
王侯の労役はやむことなしと解釈している。
。王事（おうじ）を以て家事（かじ）を辞（じ）す
不以家事欝王事，以王事辮家事，是上之行乎下也。
春秋公羊傅・哀公三年
中：以王事辞家事。
。往者（おうしや）諌（いさ）むくからず
往者不可諌，來者猶可追。
論語・微子
中。往者不可諌。
注；中国語としてはあとの１１釆者猶可追〃の方が良く使われる。
。王巨（おうしん）謹ま（けんけん）躬（糸）の故（ゆえ）にあらず
王臣窒護，匪躬之故。
易經・塞卦
中：王臣謹霊，匪躬之故。（王臣不避唄隆以助君，絶不以十人利害力念｡）
。応接（おうせつ）に暇（いとま）がない
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山川目相映發，使人慰接不暇。
世説新語・言語
中8厘接不暇。
。鴎鵡（おうむ）よく言えども飛鳥（ひちよう）を離れず
鶏鵡能言，不離飛鳥。猩猩能言，不離禽獣。
慰記・曲籟上
中：譜鵡能言，不寓-11島。
。屋烏（おくう）の愛
愛人者，兼其屋上之烏。
尚書大傅・大戦
中：愛屋及島。
゜屋下（おくか）に星（おく）を架（か）す。屋上（おくじよう）屋(おく）
を架す。
魏晉以來，所箸諸子，理事重複，邇相模激，猶屋下架屋，淋上施淋耳。
顔之推・顔氏家訓・序致
中：屋上架屋。屋上架屋。聲床架屋。
屋漏（おくろう）に槐（は）じず
相在爾室，尚不槐於屋漏。
詩經・大雅
中：不槐屋漏。
゜署（おご）る者は心嘗（つれ）に貧し
著者富不足，倹者貧有余。著者心嘗貧，倹者心嘗富。
諏子化書・倹化・天牧
中：著者心芸貧。
｡無嬬（おし）の会（ふすま）
怨衾久別難為夢，鳳管遙聞更起愁。
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鐡起銭考功集八長信怨詩
中：怨衾。鴬鑿被。
。教うるは学ぶの半（なか）ぱ
惟敦學半，念終始典於學。
書經・説命・下
中：教学相侯
｡頤（おとがい）で人を使う
自公卿以下，皆頤指氣使，無不瞥揮。
酋唐書・楊國忠傳
中：頤指気使。
｡同じ穴の狢（むじな）＝一つの穴の狢
古與今如一丘之絡。
漢書・楊揮傳
中：一丘之絡。
注；狢は最初同類・仲間という意味だったが，のちに日本語も，中国語も悪者につ
いていうようになった。
。己（おのれ）達せんと欲して人を連せしむ
夫仁者己欲立而立人，己欲達而達人。
論語・雍也
中：己欲込而込人。
｡己（おのれ）に克（か）ち礼に復（かえ）る
克己復魑為仁，一日克己復臘，天下歸仁焉。
論語・顔淵
中：克己夏礼。
｡己（おのれ）に如（し）かざる者を友とするなかれ
主忠信，母友不如己者。過則勿揮改。
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論語・學而
中：母友不如己者。
。己（おのれ）の欲（Iまつ）せざる所は人に施す勿（なか）れ
其恕乎，己所不欲，勿施於人。
論語・衞露公
中：己所不欲，勿施於人。
゜己（おのれ）を柾（ま）ぐ
吾末聞柾己而正人者也，況辱己以正天下者乎。
孟子・萬章上
中：杠己（正人）
。己（おのれ）を虚（むな）しゅうす
周既克股，以箕子歸，武王親虚己而問焉。
漢書・五行志上
中：虚己以斫。虚己受人。
。おひげの塵（ちり）を払う
丁謂出（題）準門至参政，事準甚謹。嘗會食中書，藥汚準鬚，謂起，徐
佛之。準笑曰，参政國之大臣，乃為官長挑鬚邪。
宋史・窓準傅
中：溜須拍旦。
。思い内にあれば色外にあらわる
此謂誠於中，形於外。
大學
中：思子中則形子外。
｡思い半（なか）ぱに過ぐ
知者観其象辞。則思過半臭。
易經・繋辞・下
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(考えてふて思い当たること力:多いという意味から）思泣半突。中：①（考えてふて思い当たることが多いという意味から）思 ：
②（考えた以上なので感無量であるという意味から）感慨良多。
．思い邪（よこしま）たし
詩三百，－言以蔽之，曰，思無邪。
論語・為政
中：思元邪。
。面（おして）を胃（＝犯）（おか）す
恒公間置吏於管仲，曰，犯顔極諌，臣不如東郭牙，請立以為諌臣。
韓非子外儲左下
中：犯顔逃凍。
。可（か）もなく不可もなし
我則異於是，無可無不可。
論語・微子
中：元可元不可。
。科（か）仁盈（承）ちて後（のち）進む
原泉混混，不舍霊夜。盈科而後進，放乎四海。
孟子・離婁下
中：盈科后逃。
。寡（か）は衆（しゅう）に敵せず
寡固不可敵衆，弱画不可以敵強。
孟子・梁惠王上
中：寡不散企。
。駕（が）を柾（ま）げる
此人可就見，不可屈致也。將軍宜任鶴顧之ｄ
蜀志・諸蔦亮傳
中：杠賀。移樽就教。
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。随（かい）より始めよ
今王誠欲致士，先從随始，随且見事，況賢於随者乎。
戦國策・燕策
中：（事を始めるには，まず自分自身が着手せよという意味から）以身作
則。率先示萢。表率。
。凱歌（がいか）をあげる
凱歌（がいか）を奏する
凡軍大献，教榿（＝凱）歌，遂唱之。
周禮春官楽師
中･奏凱歌。
｡会稽（かいけい）の恥（はじ）
苦身數力，與勾賎深謀二十余年，寛滅呉報曾稽之恥。
史記・越世家
中：振会稽之恥
｡解語（かいご）の花
明皇秋八月，太液池有千葉白蓮數枝盛開く略＞帝指貴妃示於左右曰，争
如我解語花。
開元天賓遺事
中：解珸花
。骸骨（がいこつ）を乞に）う
愚不能復治東阿，願乞骸骨。
曇子春秋・重而異老
中：告老逐多。解甲旧田。乞骸骨（使用頻度は低い)。
｡睡皆（がいきい）の怨（うら）承
一飯之徳必債，雁智之怨必報。
史記・花碓傅
中：薩砒必振。
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。咳唾（がいだ）珠（たま）を成す
勢家多所宜，咳唾自成珠。
趙宣・刺世疾邪賦
中：咳唾成珠。
。快刀乱麻（らんま）を断（た）つ
高祖嘗試瀬諸子意識，各使治胤絲，帝稠抽刀斬之，曰，飢者須斬。
北齊書文宣紀
中：快刀新乱麻。
。海巣（かいどう）唾（ねむり）未（いまだ）足らず
上皇登沈香亭，召太真妃子，妃子時卯酔未醒，命力士従侍兒，扶披而
至，上皇笑曰，豈是妃子酢，直是海巣睡末足耳。
侃文韻府引楊太真外傳
中：海菜睡末足。
。願（かえり）みて他（た）を言う
王顧左右而言他。
孟子・梁恵王下
中：願左右而言他。
。河海（かかい）は細流を択（えら）ぱず
泰山不譲土壌，故能成其大。河海不揮細流，故能就其深。
史記・李斯傅
中：河海不捧細流。
。河漢（かかん）の言（げん）
吾聞言於接與，大而無當，往而不返。吾驚怖其言，猶河漢而無極也。大
有遥庭，不近人情焉。
莊子・遁遙遊
中：迂闘之蛤。不着迫隊。
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．蝸牛（かぎゅう）角上（かくじよう）の争い
有國於蝸之左角者，曰鯛氏，有國於蝸之右角者，曰蟹氏；時相與争地而
戦，伏戸數萬，逐北旬有五日而後反。
莊子・則陽
中：蝸角之争。蛮触之争。
｡隠れたるより現るるはなし
莫見乎隠，莫顯乎微。
中庸
中：欲蓋弥彰。
゜影（かげ）の形（かたち）に随（したが）うが如し
然故下之事上也，如響之願聾也。臣之事主也，如影之從形也。
菅子・任法
中：如影随形。
。影（かげ）を長（おそ）れ通（あと）を悪（にく）む
人有畏影悪迩而去之走者，翠足愈數，而述愈多。定愈疾，而影不離身。
自以為尚遅，疾走不休，絶力而死。不知虚陰以休影，虚靜以息迩，愚亦
甚英。
莊子・漁父
中：畏影悪述。
。佳肴（かこう）ありと雌（いえど）も食らわずんぱその旨（うま）きを知
らず
雌有嘉肴，弗食不知其旨也・錐有至道，弗學不知其善也。
濯記・學記
中：塁有嘉肴，弗食不知其旨也。
｡家書（かしよ）万金（ばんきん）仁抵（あた）る
峰火連三月，家書抵萬金。
杜甫・春望詩
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中：家朽抵万金。
゜華腎（かしよ）の国に遊ぶ
（黄帝）謹寝而夢，遊於華腎氏之國。
列子・黄帝
中：睡午党。
注；中国語の「牢腎紗」は夢を見るという意味であって，昼寝をするとは限らな
い｡
。風枝を鳴らさず
風不鳴條，風不破塊，五日一風，-1-日一雨。
論衡・是應
中：瓜不119条。
｡風に櫛（<しけず）り雨に沐（か承あら）う
雨に沐い，風に櫛るを参照して下さい。
。風に順（したが）いて呼ぶ
登高而招，臂非加長也，而見者遠，順風而呼，盤非加疾也，而聞者彰。
筍子・糊學
中：11m風而呼。
｡風に廃（なび）〈草
君子之徳風也，小人之徳草也。草上之風必値。
論語・顔淵
中9章随､孔醗
。風の前の塵（ちり）〔燈火（ともしび)〕
百年未幾時，奄若風中燭。
古樂府・怨詩行
中：①（物事のもろくはかないことのたとえという意味から）瓜中之独。
②（危険が迫っていることのたとえという意味から）迫在眉捷。
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注；中国語のⅢ風蝕〃は主に年を取り，病弱であるという意味で使われる。
。風を吸（す）い露（つゆ）を飲む
鏡姑射之山，有神人居焉。肌膚若水雪，緯約若虚子，不食五谷，吸風飲
露。
莊子・遁遙遊
中：吸凪炊露
。河清（かせい）を俟（ま）つ
周詩有之，曰，俟河之清人壽幾何。
左傳・褒公八年
中：俟河之清
。苛政（かせい）は虎（とら）より猛（たけ）し
夫子曰，小子識之，苛政猛於虎也。
臘記・檀弓下
中：苛政猛子虎。
。肩を並べる
吾烹人之兄，與其弟併肩而事其主。
史記・田臘
中：①（並んで立つという意味から）井肩。
②（対等な地位に立つという意味から）井賀芥駆。
。堅き氷は霜を旗（ふ）むより至る
履霜堅沐至。
周易・坤
中：腹霜堅lik。
続く
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